
2022 年 2 月 1 日 発行 

社会福祉法人尚徳福祉会 

保育園与那原ベアーズⅡ  

 

寒いからといっておうちの窓を閉め切っていませんか？ 長い時間換気をしない室内はウイルスや

二酸化炭素、ほこりで汚れてしまいます。 寒くてもこまめに換気を行い、空気の入れ替えを心がけま

しょう。 

≪1 月の感染症情報≫ 

 

・感染性胃腸炎  …  2 名 

                     （ 人 ）   

虫歯なし 要注意 虫歯あり 未受診 

りす   7 0 0 2 

うさぎ 10 0 1 0 

こぐま 4 6 4 6 

ぱんだ 3 8 9 3 

きりん 5 7 12 4 

ぞう 4 7 6 4 

園での検診はスクリーニングですので、受診先で確定診断を 
してもらって下さい。 

 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 2 月号 

急性胃腸炎 
（感染性胃腸炎・嘔吐下痢症） 

急性胃腸炎は、突然吐き出したり、激しい下痢

を１日に何度も繰り返したりします。「おなか

のかぜ」とも言われます。乳幼児がかかると、

脱水症状からひきつけを起こすなど、重症化

することがあります。激しくぐずる、一日中ぐ

ったりと寝ている、唇や口の中が乾いている、

おしっこの量が減っているなどの症状が見ら

れたら、すぐ医師にかかりましょう。タオルや

ハンカチなどの共有を避け、手洗い・うがいを

こまめに行うことが 

感染予防につながります。 

 

 

1 月 12 日に実施した歯科検診の結果は左記の通り

でした。虫歯のあった人は早めに歯科受診しましょ

う。お子様が歯みがきをした後は仕上げみがきを行

い、虫歯を予防しましょう。 
 

また、ご飯を食べる時はしっかりとかんで食べる習

慣をつけましょう。肥満予防となるだけでなく、唾

液がたくさん出ることで口の中を洗い流し、虫歯を

防いでくれる役割があります。 
 

質問について池田先生よりお答えありました。同

じような疑問を持たれている保護者の方もいらっし

ゃるかと思います、裏に記載していますので参考に

されてください。 

歯科検診結果 

●咳エチケット 

咳やくしゃみをする時は、病気が広がらない
よう周囲への気配りが必要です。咳エチケッ
トを守り、感染を防ぎましょう。 

●咳、くしゃみをする時はティッシュ
ペーパーで鼻や口を押さえ（もしく
は自分の腕で口を覆い）、周りの人を
避けて行いましょう。 

●マスクをして、
他の人にうつ
さないように
しましょう。 

●鼻をかんだ後のティッ
シュペーパーは、すぐに
ゴミ箱（できればふた付
き）に捨てましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
嚙み合わせについて 

不正咬合（ふせいこうごう）とは、歯並びと上下の歯の噛み合わせに異常があることをいいます。「叢生」や

「過蓋咬合」も、不正咬合の症状のひとつ。乳幼児期からの癖が原因となることもあります。 

歯ならびやかみ合わせが悪くなるのは４つの要因があります。 

 

 

 

 

 

 

近年、口呼吸や頬杖、うつ伏せ寝が歯ならびやかみ合わせに影響を及ぼすことがわかってきています。子ど

もの時から口の機能を高めたり、食事のときに口唇を閉じてしっかりかむこと、姿勢を正し、仰向けで寝る

ことなど、日常の生活習慣を改善することにより、歯並びやかみ合わせの異常を予防し、正常なかみ合わせ

が得られる場合があります。 

最近では、永久歯の歯並びが悪くならないように、乳歯の時期から簡単な装置を利用した方がよい場合もありま 

す。最良のタイミングで治療ができるように、小児歯科専門医に相談し、定期的に経過をみていきましょう。      

「小児歯科学会」参照 

りす組 

○指しゃぶりが治らないので歯並びが悪くならないか。 

少し影響が出ていますが、経過をみてもよいと思

います。指しゃぶりが気になるようであれば見か

けた時、指遊びや手を使う遊びなどにさそっても

いいですね。 

○歯が生えてくるのが遅い点。 

確かに遅めですね。下の歯の第 2 歯は先天欠損の

人が多い為、レントゲンを撮るとわかります。 

○12 月の初めに口をぶつけて上唇小帯少し切れた。 

問題なさそうです。 

○まだハミガキ粉をつかっていませんが、1 歳でも使用

した方が良いですか？いつ頃から使用し始めたら良

いですか？ 

0 歳からの使用をおすすめします。 

   こぐま組 

○歯みがきの回数は何回するか 

2 回くらいがいいと思います。フッ素の入った歯

みがき剤を使うと虫歯予防になります。 

○仕上げみがきは何分ぐらいした方が良いですか？ 

短い時間でいいですが（1～2 分）、息が苦しくな

らない様、時々、ブラシを口の外に出して息を整

えながら、あせらずに。時間よりフッ素の入った

歯みがき剤を使う事が大切です。 

○おままごとの食べ物のおもちゃでなくても、おもちゃ

を口に入れている事がまだあります。 

危ない物でなければ、もう暫くいいかと思います。 

  ぱんだ組 

○虫歯の治療を嫌がる 

少しずつなれながら、ゆっくり治療をスタートし

た方がいいかと思います。まずは予防の詰め物

（シーラント）などを行うといいかと思います。 

○歯並び 

小学生になってから矯正治療を検討してもい

いかもしれないです。 

○歯みがきしているのに前歯が茶色、前回の検診

で過蓋咬合（経過観察）と言われている。 

フッ素をうまく使用してください。成長と共に

整うこともあります。 

○歯の着色 

口が開いていると歯の表面が着色しやすくな

ります。お口を閉じるようにしましょう。 

  ぞう組 

○乳歯が抜ける前に後ろ側に歯がはえてきたの

で、歯並びがおかしくなっています。治す方法は

ありますか？ 

乳歯がグラグラしているので、もうすぐ抜け

ると永久歯が前に寄ってくると思います。 

○フッ素いやがります。 

ペーストタイプのもの以前に、ジェル、スプ

レー、液体タイプのものもあります。特に洗

口液は効果も高く、無味のものもあるのでお

すすめです。 

・おしゃぶり、指しゃぶりなどの癖、舌の前方突出癖や口呼吸、頬杖、うつ伏せ寝などの生活習慣。 

・乳歯を虫歯などで早く失い永久歯の生える場所がなくなるため。 

・歯と顎の骨の大きさのバランスが悪く永久歯の生える場所がない。歯や顎の大きさの遺伝。または良

くかまない硬いものを食べないことにより、十分に顎が発達しない。 

・出っ歯や受け口（反対咬合）の中には純粋に遺伝的な要因。      などです。 


